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最 高 温 度 ℃ 最 低 温度 ℃
8月 6日 57.6(12時59チ)) 20。7(51時24受卜)
10月 11日 36。8(11時16分) 18.8(4晴た15分卜)
11月 22日 20。9(12時46分) 5。6 (4時43分卜)





























最高温度℃ 最 低 温度 ℃
8月 6日 36.3(15時40分) 31。2(7時28分)
10月 11日 24。4(16時23分卜) 21.8(7時 0′))
11月 22日 14。0(16時52分) 11。7(7時43分卜)
12月 7日 8。8(23時58多)) 7.1(3時22多))





























12月 7日 0。4(12時: 2受〉)
基盤材下の温度が34.5℃で、温度差は23。1℃であった。このことから、この
基盤材には断熱効果があることが分かった。0:00から9:00頃、17:00以降か
ら翌日0:00までの夜間はアスファルト表面よりも基盤材下の方が高温であった。
これは夜間周辺気温が下り出しても、基盤材下の温度はアスファルト表面程
変化していないという測定結果から説明できる。
本研究で使用した屋上基盤材「ユニットグリーン」は夏場に屋上表面の温
度を約20度低くする効果があることがわかった。
第6節 屋上緑化の経済効果
考察で示したように、本研究で使用した屋上基盤材「ユニットグリーン」
は夏場に屋上表面の温度を約20度低くする効果があることがわかった。この
ことにより、屋上緑化を施行することによリエアコンの設定温度を下げるこ
とが可能となり、使用電力量の減少に寄与することが期待される。ただし屋
上緑化による部屋の温度変化を実際には測定していないので、経済効果を数
量的に述べることはできない。次回はビルの模型を作成し、屋上緑化によっ
て部屋の温度が具体的にどのように変化するのかについて検討する予定である。
第7節 屋上緑化の新 しい動き
本研究で使用した屋上基盤材の重さは1個約3 kgであり、約10ボを緑化
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するには100個必要で重さは約300kgとなる。屋上にはあまり重たいものを
置かないように設計している建物が多いのでこれはあまりよくない。そこで
現在次に述べるような方法が検討されている4)。
1)芝を張る土壌の代わりに問伐材を使った板材を使う。板材と防水シート
の間に水が浸透しやすい不織布を挟み、少量の水でも育つように工夫し、軽
量化をはかる。
2)トマト水耕栽培。肥料を混ぜた溶液をパイプに流すため、土を使わず屋
上の床の防水対策も不要。初期投資は高額だが、維持管理費が低減できる。
3)断熱材の上に直接、芝を張る方法。冬場も断熱効果を発揮し、室内温度
が2度高くなる。
4)土製ブロック。真砂土に、ガラスと貝殻の粉末を混ぜて焼くことで、保
水力を高める。配合比率を調整し、900-1000度に過熱すると、粉末が発泡
体となり無数の微細な穴ができるため、水分を取り込みやすくなる。厚さ6
-8 cmのブロックを1ぷに敷き詰めた場合、約15リットルの水を吸収し、2,
3日湿った状態が続く。雨水や打ち水で水分を含ませれば、水分の蒸発でブ
ロックから熱がうばわれ、温度上昇が抑えられる。
5)「防根断熱ボー ド」。合成樹脂のボードを、塩化ビニール製の特殊な器
具で固定し、つなぎ目から根が屋上に伸びるのを防ぐ仕組み。
施工方法などの違いで、コ′ストや建物に与える影響、温度低減効果は異なる。
単に植物を植えるだけでなく、ビルを利用する市民が空中散歩を楽しめる
ような試みを期待したい。
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